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 本年３月、民主党１５０名の国会議員の参加で設

立された「デフレから脱却し景気回復を目指す議員

連盟」通称デフレ脱却議連の会長に就任しました。

事務局長には参議院から金子洋一議員、衆議院から

宮崎岳志議員の二人が就任しました。 

 デフレ脱却議連の当面の政策目標は、デフレを完

全に脱却するまで大胆な金融緩和を実行、継続する

こと。物価等の適正水準について、政府が数値目標

（消費者物価指数対前年比２％超など）を設定し、その達

成に努めること（インフレターゲット政策）。また、日銀法を

改正し、金融政策の目標として「雇用の最大化（失業の最

小化）」を明記することなどを柱としています。 

 発足以来精力的な活動を展開しております。過去、議連

が発した提言や声明の詳細は、WEB上のまつばら仁公

式サイト「荒野の叫び」等でもご覧いただけます。 

デフレ脱却・景気回復へのたたかい  

 第１７６回国会(臨時会)が招集されました。会期

は１０月１日から１２月３日までの６４日間です。

今国会の最大の課題は、４.８兆円規模の緊急経済対

策を盛り込んだ補正予算の成立とされていますが、

その中身としては、（１）雇用、人材育成、（２）

新成長戦略の推進、（３）子育て、医療、介護、福

祉等、（４）地域活性化、社会資本整備、中小企業

対策、（５）制度規制改革を５本の柱として政府が

検討を進めているということです。尖閣問題で緊張

が増している日中間の外交問題や、デフレ対策等の

課題が山積する中ではありますが、国民生活を守る

ためにもその成立が急がれます。 

 また、今国会から松原仁衆院議員が特別委員会の委

員長に就任いたしました。大変長い名前の委員会で正

式名称は「海賊行為の対処並びに国際テロリズムの防

止及びわが国の協力支援活動等に関する特別委員会」

と言います。今後、緊迫する国際情勢のなかで委員会

の開催機会も増えてくるかもしれません。 

 そのほかに、「国家基本政策委員会」の委員、「懲

罰委員会」の委員も同時に務めることとなりました。 

まつばら仁後援会  



登録も随時行っています。詳細は左記連絡先までお電話で

お問い合わせください。 

 さらに、「まつばら仁後援会」の活動を資金面でサポー

トして下さる方からのカンパに期待を寄せています。ご支

援くださる方は、お手数ですが同封払込用紙にてゆうちょ

銀行からお振り込みください。 

 

 「まつばら仁後援会」では会員を募集しています。皆様

方のご紹介で後援会の輪をもっと大きなものにしてくださ

い。ご紹介いただける方がいらっしゃいましたら、どうか

お気軽に事務局までお電話ください。メール、FAXでも受

け付けております。 

後援会専用電話 ０３-５７８３-２００８ 

 また、まつばら仁事務所では、ボランティアスタッフの

Web サイトもご覧ください   http://www.jin-m.com 

 新しい議員会館が整備され、まつばら仁の国会事務所も

新議員会館に移転しました。新しい議員会館は、今までの

議員会館のすぐ隣に建築され、地上７階から12階に拡大さ

れました。議員事務室も2.5倍広くなり、来客の対応や打

合せのスペースなど、今までとは比べ物にならない便利さ

です。 

 まつばら仁は、これもすべて税金で建てられたものであ

ることを肝に銘じ、今後一層「一処懸命」職務に精励して

いきたいと語っています。 

 なお、新議員会館の住所や電話番号は旧議員会館の時と

変わりありませんが、まつばら仁の議員室の番号が変わり

ました。新しい住所は下記の通りとなります。 

新議員会館事務所 

〒100-8982 千代田区永田町２-１-２          

衆議院第二議員会館 ７階 ７０９号室 

電話０３-３５０８－７４５２ 

新 議 員 会 館 事 務 所 の ご案 内  

 沖縄県・尖閣諸島周辺のわが国領海内で、海上保安

庁の巡視船に中国漁船が衝突した事件で、公務執行妨

害の疑いで逮捕、送検されていた漁船の船長を那覇地

検が処分保留で釈放したことに多くの国民が衝撃を受

け、かつ憤りを感じられたのは当然のことです。さら

に、その後も中国側の強硬な態度に対する、わが国政

府の対応に国民の批判が高まっています。  

 まつばら仁はこの事態のなかで、一貫して日本国は

毅然たる姿勢を貫けと主張しております。具体的な行

動としては、9月24日に那覇地検が逮捕されていた中

国人船長の処分保留のまま釈放するとの発表をした際

に、他の4名の国会議員と共にこの決定の撤回を求め

る声明を発表しました。さらに、3日後の9月27日には

緊急記者会見を開き民主党国会議員73名の連名で、那

覇地検が外交的配慮を判断材料として中国人船長の釈

放を決定したことに対して抗議する声明を発表すると

ともに、今回の事案がわが国の国益に与える影響とそ

れに対する対応策についての意見も併せて発表しまし

た。 

 まつばら仁は領土議連の事務局長でもあり、従来か

ら、国家の主権にかかわることでは、いかなる譲歩も

なく毅然とした対応を貫くべしとの信念をもって議員

活動をしてきました。今後も、その姿勢に変わりはあ

りません。  

尖閣問題に関しての行動  

後 援 会 員 拡 大 ・ボ ラ ンティ ア スタ ッ フ 登 録・ カン パに ご協 力 を  

来 春 ３ 月 １４ 日（ 月） 総 会開 催  

 来年２０１１年３月１４日（月）の夜、大井町駅前

「きゅりあん」にて「まつばら仁後援会」会員総会を開催

する予定です。詳細については次号「まつばら仁ニュース

レター」にてご案内いたします。 

〒140-0011  東京都品川区東大井5-17-4 高山ビル４階 

電話 : 03-5783-2008 

FAX : 03-5783-2525 

電子メール : info@jin-m.com 
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